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   A case of nephrocalcinosis originated from renal acidosis is presented of a 31-year-old 
woman, suffering from hypocalaemic syndrome, periodic paralysis of the extremities.
腎実質石灰沈着症 は種 々の原因に よ り2次 的
に両 側腎実質に石灰が沈着 す る状 態で あ り尿路
結 石,腎 機能障碍 を起 す故に最近 泌尿 器科的に
注 目され るように なつ て来 た.し か しい まだそ
の報告は少 な く,Mortensen等(1954)は19
52年7月迄の 自家経験例及 び報告 例を集め て91
例を報告 してい るに過 ぎない.我 が国では僅か
に,古 谷(1949),田村(1951),富川(1952)'
=永矢(1958),荒木(1955),市川(1955),
楠(1957),長田(1958)等の 報 告 がみ られ
るのみで ある.
我 々は周期 性四肢麻痺 の診断 の もとに入院 し
ている患 者に偶 然腎実質石灰沈着症の合併 を認
め種 々の検査 の結 果腎性酸血症に よる もの と判






昭和35年1月頃より腰痛と共に上半 身 の各 所(肩 甲
部,胸 骨部,上肢,側 胸部)に 疹痛を訴える様になつ
た.最 近頻尿(昼 間10回,夜間3～4回)を 来 し,
尿の色調が薄 くなつたのに気付いたが,こ れ まで 血
尿,結 石排出の記憶はないとい う,又排尿痛も認めら
れない なお患老は昭和24年頃米国製痩せ薬(薬 品名
























血沈値:中 等値14mm,ワ氏反応 ・陰性,血 清村田
氏反応:陰性,血 液理化学検査 総蛋白量:7,6g/dl,
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アル ブ ミン3.3g/d1,グロブ リン4.3g/d1,総コ レス テ
ロP・一ル128mg/d1,Ca9.34mg/d1,P2.28mg/d1,Na
140.5Meq/1,K2.79Meq/1,C1119.4Meq/1,N。P。N.
32mg/d1,アル カ リ性 フォ ス フ ァタ ーゼ5.OBodansky
単 位,T.T.T.1.0,尿素19.3mg/d1,尿は 淡黄 色透
明,平 均 尿量2200cc/日,比 重1008,蛋 白,陽 性,
糖,陰 性,ウ ロビ リ ノー-efン.陰性jザ ル コウチ 試 験
Ca中 等度 陽 性,尿 沈 渣,赤 血 球(一)白 血 球10～12個
/ユ視 野,上 皮,膀 胱上 皮10個/1視 野,細 菌(一),
尿 化 学 検 査 でC1120.34Meq/日,Na115.5Meq/日,
K30.8Meq/日,PO.546gm/日,尿素8.3gr/目の 排
泄 を認 めた.
泌尿 器 科 的 検 査=(i)膀 胱 鏡 所 見 膀 胱 容 量315cc
三角部より頂部に粟粒大から米粒大の水泡状嚢腫が認
められる.他 の膀胱粘膜は正常で丙側尿管 口は 対 称
性,点状で活動は弱い.青 排泄は右側6分50秒,左側 、
7分20秒で弱陽性.(ii)腎機能検査 亦試験 比重







腎臓部 レ線像所見:単 純 レ線像所見 ・単純 レ線像で





























症.6)四 肢麻痺(低K症 候群),顔 面,腹 部の色素




石灰が腎実質 に沈着 する事 に就 い て1935年に
Virchowは``Kalkmetastase"なる表題 の も
とに これ を論 じてい る.臨 床的には1934年Al-
brightが原発性上皮小体楓能充進症 を有 す る
患 者の腎に レ線で明 らか に し得 る石灰沈着 を認
め,こ れに``N'ephrocalcinosis"と名づ けた
ものが最 初で ある,彼 は この名 を尿紅管 の中及
び周囲に於け る禰慢性 の石灰潅着 を有 す る場合
に限つて使用 した.し か しAllenは 組 織学的
に1個 の糸球体が石灰化 した場合 に もNephr一
ocalcinosisと記 し,こ の所見 は剖 検例の5～
25%に見 られ るとした.こ れに対 してBe11は
レ線 で明 らか に腎実質,特 に尿 細管 に一 致 した
部分 に石灰化 を認 め,そ れ 相当 の臨床像 を有 す
るものにのみ この名を与えるべ きであ るとし,
同時 に嚢腫,腫 瘍,又 は特殊炎症 に続 いて起 つ
た石灰沈着 は除 いた.今 日 後 者 は``renale
Kalzifikation"と呼ばれ ている ものであ る.
この様に腎実質石灰沈着症 に関 しては極 めて軽
微な組織学的 なもの(Randallの結石板)か
ら,レ 線 で容易に認め られ る高度 なもの にいた
る迄種 々の程度の ものが ある.又 その発 生機序
に関 して も種 々の見解はあ るが,原 因は ともあ
れ レ線的に腎実質 に石灰沈着像 を認 め るものに
その名 を附す のが妥当 と考 え られ る.そ して本
症の報告はMortensen等の ものを含めて もな
お100余例に すぎない し,我 が国での報告 も極
め て少 ないものである.
腎実質,特 に尿細管領域 に於 け る実質性 の石
灰化 は各種の障碍 の結果起 るが,此 等 すべての
障碍は石灰代謝に関係 している.即 ち殆 ん ど全
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ての場合 に過Ca尿 を伴 うている.腎 の石灰 沈
着に は過Ca尿 が犬 きな役割 を果す もの である
が,そ の ためには同時 に石灰沈着 のための基質
の存在が必要 である.Caは 糸球体洒液中に排
泄 され るもので あ り,Mortensen,Pyrah,
Stout,Vermooten等の剖 検時 に於 け る石灰沈
着部位 と略 々一致 している.又 組織学的 見地 か
らHaward,Enqel,Baker等は多糖類 と石灰
化基質の関係 を証 明 し,Rubin,Mortensen等
の考 えを考慮 し尿細 管基底 膜の多糖類 の化学 的
性状の変化,或 は新 しい多糖 類への変化が石灰
に対す る基質 の親和性 の上昇 を来 し,石 灰 と物
理的 に結合 するのではないか と考 え て い る.
Ungerは 腎実 質石 灰沈着 症 に於け る石灰化部
分 を鉱物学的 に調べ この部 の変化 は有機 物及 び
無機物か らなつ てお り,一 般 の結石構造 と同一
で ある し結石形成 とは程度 の差 に過 ぎな く,そ
の層状構造は単に細尿管に於 いて石灰が沈着 し
た ものではな く,尿 管結石に於け る様に 同時 に
有機的な排泄が起つ て来 た ものであろ うとして
い る.Vanglianは血 中Ca又 は燐酸の増加 に
依 り正常組織 に石灰,燐 酸の沈着 を 来 し た
り,局 所 の組 織障害に伴つ て血中塩酸が正常 レ
ベルに あつ ても石灰の沈着 を来 す場合が ある と
してい る.本 症 の際多 くは過CI酸 血症を伴
っ てお り,Albrightは本症は遠位細尿管 の疾
患で あ り腎が アンモニア形成不全 を起 し,酸 を
排泄出来 ない為 に起 るものであ り,こ の際石灰
の尿への排泄が増加す ると してい る.又 実験的
に細尿管障碍に次いで石灰化 が起 る事 は多 くの
人 に より証明 され てい る.Engelは 細尿管障
碍の ある場合栄 養障碍性 の石灰化 が乳頭 部集合
管に起 り,更 に機能障碍 と石灰並びに燐酸の代
謝 障碍は過CI性 酸1血L症を起 し,石 灰 の排泄 を
増 し,細 尿 管,乳頭部 に石灰化,更には尿路 結石
が起 ると した.Randallは1145例の剖 検でそ
の19.6%に乳頭 部の石灰斑 を認め,斑 に一 致 し
た下部細尿 管に腎実 質石灰沈 着症を証 明 してい
る.又 石灰沈着は原則 として両側性で あ り石灰
像 の分布 は下部細尿 管,乳 頭 部に集合 してい る
としている.VermootenはLower-nephron-
nephrosisに顕微鏡的の石 灰 沈着 を認め てい
る.最 近 国松は電子顕微 鏡 をもつ てその変化 を
観察 し,腎 石の原発核 はKochの い う如 く中枢
部 ネフ ロンにその起源 を発 し,さ らに尿細管 細
胞内の ミ トコン ドリアの膨化,滴 状変 性及 び大
顯 粒が石灰沈蒼 に関係 を有 す る としてい る.田
中は腎実 質石灰沈着 症に於 け る石灰梗 塞様変化
は結石形 成核 として重要 な役 割 を果 し て い る
が,組 織学的,肉 眼的所 見の いつ れ も レ線 的に
は特有 でない と している.Carrは レ線像 で証
明 し得 る微細陰影 は組 織検査 に よ ると尿細管細
胞 の6倍 大 であ り,こ れにConcretionの名
を附 し結 石 とは区 別 してい る.直 径が0.2mm
に近づ くと球形 を呈 して来 る.す な わ ちCa-
dropletsがリンパ流に依 り排除 され る際 に 大
きさを増 し,円 蓋 部附近 の通過障 碍に よりその
部に停滞 し発 育す る としてい る.
以上述べ た如 く腎実質石灰 沈着症 と尿路結石
とは近 い関係 にあ り,楠 等 は この関係 を次 の如
く分類 してい る.
A)尿 路結石 を発生 す る事 の少ない腎実 質石
灰沈着症
1)小児の特発性 高Ca血 症,2)骨 転 移性癌,
3)ビ タ ミンD過 剰 症,4)多 発性骨髄 症及 び類
肉腫,5)外 傷 性骨破壊及 び骨孔症.
B)尿 路結石 を伴 う傾向 のあ る腎実 質石灰沈
着 症
1)原発性 腎性酸血症,2)原 発 性上皮 小体機
能充 進症,3)胃 及 び十二 脂腸潰瘍 及び嘔 吐 に
よる高 度の アル カ リ症,4)腎 感 染症,5)長 期
臥床.
Mortensen(1952年)は組織 学的 に証 明 され
る石灰沈着 を``renaleKalzifikation・・として
区別 し,レ 線的に石灰沈着 を認 め られ る ものの
みに限定 して91例を集 めその分析 か ら腎実 質石
灰沈着症 に就 いて次の事実 を報告 してい る.発
生 に関 して原発 疾患を明 らかに 出来 た も の は
83・5%でその中上皮・」・㈱ 能尤進症 ,過C1酸
雌 汲 磯 性 翫 腎炎の三都 症 例の75%を
占めている・年 令・性別 ,人種,遺 伝関係 に鴫
別 なものはない・又 彼は本症 の診断に於 いては
血中Ca・P・CO・結合能 ・C1,残余窒 素 を測定
しなければ な ら軸 とし・・ル カ リホ ス。。 タ
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一ゼ,血 清蛋 白,Kを 測定 する事が望 ましい と
してい る.本 疾患 の2大 原 因であ る原発 性上皮
小 体機能充進症 と原発 性腎性酸血症の鑑別には
この血液理化学検 査が特に重要 で,前 者はCa,
アル カ リホス ファ ターゼ値 の上昇及びP値 の下
降 を特徴 とす るが,後 者 では過C1血 酸血症 を
特徴 とす る.そ して病理的 には髄質部集合管 に
於 け る石灰 の沈着 と,髄 質部間質 に於 け る慢性
炎症性変化,さ らに広範 な崩壊 を伴 う変 性石灰
の沈着,尿 細管の嚢状拡大,変 形,癩 痕 等が多
く見 られ る所見 である としてい る.
以上 よ りみ て我 々の症例は腎性酸血症 を原疾
患 として発生 した腎実 質石灰沈着症 と思 わ れ
る.そ して この型 の もの としては原発性上皮小
体機能充進 に次いで多 く見 られ る ものであ り,








































































(N)… … 正 常
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ず,NH,一はH+と 結合 してNH4と なりこれ









ホルモンに依 り過燐酸尿,低 燐血症の状態 とな
る.血 中CaとPが 不均衡になるとCaは 骨
より動員され血清Caは 上昇し,そ の結果過
石灰尿が再び起つて来 る.又総塩基の減少に対







肢麻痺 と同様の症状 として四肢の痙痛 と共に運
動障碍を来すNNaが 減少すると副 腎 皮 質
不全すなわちアジソソ氏病様の症状を呈 して来
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